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• 水と緑と花のまち務翠欝警護震警
市政だより

{木〉

s 時3自分 -lS~

法律相麟臼

4月"日\，.，目前~AA 月比
|人口 60醐 .101 
男 29.381+ 51 
女 31，刷1+44 

世帯数16，21‘.11 

人口の動き

ι L ゐ‘ 市役所市民相続雪量

1包気笹にどうぞ
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沢山の国光客でにぎわう大村公園

O 4 
花でにぎわう玖怠城跡

大村公司臨は録の附々におおわれた玖浮浪梯を中心IC，

m指定天然E念物rオムラザクヲ、県指定ク νーザクラ
で代表され..下ーのIi<どζろとして知みれ、つつじ、

花寓舗と共に花のまら大村を依復しています.

m主各地から訪れる沢山の観賞客でにぎわいます.
自然と議朴さをもっ大付は、 2万?千石の鳩下町とし

て栄え、 千年の歴史と多くの史踏を残し、自然と人工)l

を寓稲させた公置で、四季を通じて絶好@行業地です.

健例のさ〈らまつりb.t閲され.み"さんの怠いでを
お得包しています。・4月 1日 - 10臼 植木市展示即売会・4月6日(目) NBC公捌録音〈素人のど
自慢大会、8地区対抗歌合破、プロ攻手3人によ

る歌壇パラエティ シ回ー〉
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。
国

月

十

最
近
の
社

会
経
済
情
勢

は
、
量
的
拡

大
か
ら
質
的

充
実
へ
、
高

度
経
済
成
長

は
安
定
成
長

と
福
祉
向
上

へ
と
転
換
さ

れ
て
い
ま
す

市
民
生
活

に
直
結
す
る

地
方
行
政
は

宇
品
こ
と
に
会
』

び
し
い
事
態

に
直
面
し
て

い古
2
9
0

こ
の
よ
う

な
中
で
、
高

福
祉
社
会
の

実
現
を
は
か

る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、

次
の
八
つ
の

柱
を
重
点
施

策
と
し
ま
し

た
。

山
生
活
環
境

の
整
備

問
社
会
福
祉

の
向
上

同
教
育
施
設

の
充
実

日

凶
市
民
の
健
康
管
理

同
公
害
・
交
通
対
策

倒
産
業
の
振
興

川
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

ω国
・
県
事
業
の
推
進

乙
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す

ベ
く
、
経
費
支
出
の
効
率
化
と
財

源
の
重
点
的
配
分
を
行
い
、
市
民

生
活
の
着
実
な
向
上
に
意
を
用
い

「
住
み
よ
い
調
和
の
と
れ
た
都
市
」

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
昭
和
五
十

年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
よ

り
二
十
三
・
六
労
増
の
七
十
六
億

六
千
六
百
六
十
二
万
八
千
円
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
の
う
ち
王
な
も
の
は

土
木
行
政
て
は

川
道
路
・

側
溝
改
良
工
事

問
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

凶
公
営
住
宅
八
十
戸
建
設
。

農
林
・
水
産

行
政
て
は

川
農
村
施
設
等
総
合
整
備

ω農
業
振
興
対
策

同
土
地
改
良
、
農
林
道
整
備

川
漁
港
の
改
良
、
海
岸
保
全
整
備
。

商
工
・
観
光

行
政
て
は

川
中
小
企
業
振
興
資
金
対
策

的
企
業
退
職
金
共
済
事
業
の
促
進

(
日
)

ω自
然
景
勝
地
の
資
源
開
発

凶
観
光
宣
伝
の
推
進
。

衛
生
行
政
て
は

川
予
防
接
種
、
結
核
予
防
検
診
の

無
料
実
施

ω成
人
病
予
防
対
策
と
し
て
検
診

の
要
注
意
者
に
心
電
図
検
査

ω健
康
相
談
室
の
設
置
で
市
民
の

健
康
管
理

川
廃
棄
物
の
完
全
処
理
。

社
会
福
祉
一
行
政
て
は

ω私
立
保
育
所
二
カ
所
開
設

的
敬
老
金
の
増
額

ω重
度
心
障
者
介
護
家
庭
へ
見
舞

金
支
給

川
寡
婦
の
医
療
費
の
公
費
負
担

同
市
民
交
通
傷
害
保
険
料
の
軽
減
。

教
育
行
政
て
は

川
校
舎
整
備
.
体
育
館
新
築

吋

t
i
t
t
i
-
-
l
jf

円千台。

品
目
(
万

生

M

Mm

己
、

q
J
p
h
u

FE

n
E
 
億

n

n
E
 

団
小
学

一
年
生
全
員
に
心
臓
検
診
。

体
育
行
政
て
は

川
施
設
の
整
備
と
ス
ポ
ー

ツ
人
口

の
拡
大
、
補
助
グ
ラ
ン

ド
に
夜

間
照
明
。

な
お
わ
が
国
初
の
海
上
空
港
と

し
て
新
大
村
空
港
が
オ
ー
プ
ン
す

る
極
め
て
意
義
深
い
飛
躍
の
年
で

あ
り
、

住
み
よ
い
調
和
の
と
れ
た

都
市
と
し
て
更
に
前
進
し
ま
す
。

昭和50年度一般会計予算

諸支出金 ・予備費
l f~0700万1 千円 議会費
1.4% ri億0041万9千円

1.3% 

{ま

県

議

会

議

員

の

投

百軍
:;;;J"τ= 

総務貸

121.音8119万6千円

16.7% 

消防費
1(意4520万円
1.9% 

日
~ 
L 

す
。



(
自
)
は

市

議

会

議

員

の

投

票

。
四

月

十
七
日

日
で
す
。

昭和50年4月1日
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④
選
挙
か
ら
お
酒
を
追
放

④
こ
ん
な
俣
補
者
は

日
常
生
活
で
は
一
本
さ
げ
て
他

敬

遠

し

た

が

よ

い

人
を
訪
問
す
る
習
慣
が
あ
る
し、

選
挙
が
近
づ
く
と
お
酒
に
不
自
由

し
な
い
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

選
挙
法
で
は

、
選
挙
運
動
に
関

し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は

そ
れ
が
ど
ん
な
名
目
で
あ
っ
て
も

か
た
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
一
杯
飲
ま
せ
る

代
り
に
一

票
た
の
む
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
「
ど
う
も
ご
苦
労
さ
ま
、
ま

あ
一
杯
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
も

違
反
に
な
り
ま
す
。

ま
た、

候
補
者
側
か
ら
選
挙
人

へ
の
提
供
だ
け
を
考
え
が
ち
で
す

が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
と
し
て

選
挙
人
か
ら
候
補
者
側

へ
贈
る
の

も
違
反
に
な
り
ま
す
。

点

字

投

票

④
不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

県
議
会
議
員
選
挙

四
月
一
日

l
十
二
日

時
間
午
前
八
時
三
十
分

ー
午
後
五
時

(
土
・
日
曜
も
含
む
)

目
が
見
え
な
い
人
で
点
字
投
票

す
る
人
は
投
票
所
で
申
し
出
て
下

さ
い
。

議

員

選

挙

県

議
..6.. 
ココE

て

選
挙
に
大
金
を
か
け
る
人

二
、
や
た
ら
と
金
品
を
出
し
た
が

る
人

三
、
ど
こ
え
も
名
前
を
出
し
た
が

る
人

四
‘
恩
や
情
で
か
ら
む
人

五
、
人
の
悪
口
ば
か
り
で
自
分
の

意
見
の
な
い
人

六
、
選
挙
法
の
ル

i
ル
を
守
ら
な

い
人

よ
ご
す
ま
い

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
町
務
連
絡
員

を
経
由
し
て
三
月
三
十
日
発
送
し

ま
し
た
。

も
し
も
入
場
券
が
屈
か
な
い
人

は、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
、
関
係
出
張
所
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い。

ま
た
、

市
内
で
転
居
さ
れ
た
人

で
も
、

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ

れ
た
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

水
も
空
気
も
ー一一一-'・‘

票
も

④
不
在
者
投
票
の
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(市
役
所
別
館
一
階
)

0

0

0

0

 

投
票
日

4
月
日
日

O 

O 

O 

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

四
月
十
三
日
の
投
票
日
の
投
票

。
。
。
。

開
始
時
刻
の
午
前
七
時
に
サ
イ
レ

ン
を
一
分
間
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

午
前

7
時
l
午
後

6
時

内

t
f
t
''t
f
'
1
r
'ZJ

、dze
z
f

、J1
，，‘
=-ニ‘
art-JE

い
事
業
主
の
人
へ
お
願
い
九

ι

投
票
日
当
日

(
四
月
十
三
日
)川

~
は
日
曜
日
で
す
が
、
市
内
の
商
小

UE
、
事
務
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
〈

~
て
い
る
選
挙
人
に
対
し
、

投
票

~

J

す
る
た
め
の
必
要
な
時
聞
を
与
ザ

一
え
て
い
た
だ
く
よ
っ
ど
協
力
下
ム

ヘ
さ
い
。

川、

四
月
十
三
日
は
長
崎
県
議
会
議
ー

名
を
書
い
た
も
の

員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
①
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の
氏
名

ふ
だ
ん
着
の

ま

ま

一

人

も

れ

な

を
書
い
た
も
の

く
正
し
い
き
れ
い
な
投
票
を
し
ま

①
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
余
計

し
よ

う

。

な

乙

と

を

書

い

た

も

の

(

敬

称

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
身
分
、
職
業
な
ど
を
書
い
た
も

後

六

時

ま

で

で

す

。

の

は

有

効
で
す
)

時
聞
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て

⑤
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
ハ
ッ

下
さ
い
。

キ
リ
し
な
い
も
の
。

投

票

用

紙

に

は

ハ

ツ

キ

リ

代

理

投

票

と

正

し

く

書

き

ま

し
ょ
う

字
が
書
け
な
い
人
は
投
票
所
で

投
票
し
て
も
次
の
よ
う
な
も
の
は
そ
の
旨
申
し
出
て
下
さ
い
。

無
効
と
な
り
ま
す
。

代
理
投
票
(
本
人
の
意
志
に
従

①
正
規
の
投
票
用
紙

を

使

つ

て

な

っ

て

投
票
事
務
従
事
者
が
本
人

い

も

の

に

代

っ

て

書
く
)
を
す
る
乙
と

①
候
補
者
で
な
い
人
や
候
補
者
と
が
で
き
ま
す
。

な
る
こ
と
が
で
、
き
な
い
人
の
氏

な
お
、
入
場
券
が
配
布
さ
れ
て

い
て
も
、

投
票
日
の
当
日
ま
で
に

県
議
会
議
員
で
は
他
県
へ
す
で
に

転
出
さ
れ
た
人
、
市
議
会
議
員
で

は
市
外
へ

転
出
さ
れ
て
い
る
人
は

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

開
票
所
は
市
民
体
育
館

県
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
所
は

市
民
体
育
館
で
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
票
を
始
め
ま
す
。

り

④
俣
補
者
な
ど
に
金
を

使
わ
せ
な
い

選
挙
に
金
を
使
い
す
ぎ
れ
ば
、

そ
の
一
五
を
と
る
た
め
に
い
ろ
ん
な

金
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

乙
に
汚
職
が
生
ま
れ
ま
す
。

次
の

こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う

て
選
挙
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る

花
輪
、
香
典
、
祝
儀
、
寄
付
な

ど
を
求
め
な
い
、
も
ら
わ
な
い

こ
、
選
挙
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る

後
援
会
で
の
旅
行
、
会
食
な
ど

は
辞
退
す
る
。

むおお

義
理
人
情
を
す
て
立
派
な

人

を

選

び

ま

し
ょ
う

投
票
所
に
は
入
場
券
を

市政だより

投
票
所
に
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
て
受
付
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

長
崎
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
今
回
の
統

一
助
一方
選
挙

に
の
ぞ
み
、
き
れ
い
で
正
し
い
選

挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
次
の
よ
う

な
こ
と
を
有
権
者
の
み
な
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
投
票

所
の
受
付
に
そ
の
旨
申
し
出
て
下

さ
い
。

(3) 
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(4) 

市
議
会
議
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

りむ

登
録
も
れ
が
な
い
か

<"=、."、"，--=、，、ダ=之M 、伊

消 火器を

おお

よ
も
』
つ

度
確
か
め
よ
う

市政だより

4
月

η
日

1

引

日

四
月
二
十
七
日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙
人
各
簿
を
次
の
と
お
り
縦

所に

覧
に
供
し
ま
す
。

=、-"、.，;==、-'~'-'戸~

..b.、
口

。

縦
覧
期
間

昭和50年4月1日
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四
月
十
七
日

t
二
十

一
日
(
午
前
八
時
三
十
分

l
午
後
五
時
)

。

縦
覧
場
所

消火設備研修実験会

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

れ
ま
し
た
。

最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
中
高

層
ビ
ル
の
急
増
と
危
険
物
施
設
の

大
型
化
に
よ
る
災
害
発
生
に
伴
い

消
火
設
備
の
機
能
及
び
危
険
物
の

危
険
性
に

つ
い
て
知
識
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
七
百
人
の

一
般

市
民
及
び
関
係
者
が
集
り
、

熱
心

に
研
修
を
行
い
、
消
防
設
備
の
重

要
性
、
危
険
物
の
恐
ろ
し
さ
な
ど

再
認
識
し
、
多
大
な
効
果
を
上
げ

終
了
し
ま
し
た
。

化
学
消
火
実
験

春O

のO

大。

掃。
除O

月

20 

30 

日

日

市
は
四
月
二
十
日
か
ら
三
十
日

ま
で
、
春
の
市
内
い
っ
せ
い
大
掃

除
期
聞
を
定
め
、
市
内
全
町
内
で

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し

ま品

1
)

や~
。

家
庭
内

・
外
の
清
掃
、
下
水
溝

の
清
掃
、
周
囲
の
雑
草
と
衛
生
害

虫
駆
除
を
行
い
、
蚊
や
ハ
エ

の
い

犬
は
つ
な
い
て

飼
い
ま
し
ょ
う

な
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
乙
の
期

間
内
の
適
当
な
日
を
選
び
、
町
内

い
っ

せ
い
に
行
わ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
実
施
要
領
に
つ
い
て
は

各
町
務
連
絡
員
か
ら
回
覧
で
通
知

し
ま
す
。

I
-fe
t
-
-r〉
-411
f乙
(
f
'J
ee--』
3
-tz
t
ft
r
f
J
〉
、
J
ep-t
f，，
r
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J
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、，

Je--t
f
t
-f〉
三一

、
三
〈
J-
ef
t---〉
-3
k
ft
f
-fJ
-zJ〉
-t-t
fe
t
--fJ
〉

3
2ee
〈
て
r
e----
3
3
13
2FZ〈
ft
J
三
一〉
・9tt
ft〈
J
ef
eごJ〉
1
1
f-e
f
-f'
J
〉
、
J

拡

~川町市
内ペ
ギ
れ
?
"
み
予
Ji

'

n

r
ぷ一一
ぶ

だ
九
ヤ
ペ

議

感

議

早

く

よ

く

な

っ

て

下

さ

同

た
ら
わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
あ

W
C

っ
ば
き
の
季
節
に

い

作

文
が
添
え
て
あ
り
ま
す
。

γ
¥伊三
易
保

ds'懇
]

一

し

で

叉

以

燃

議

¥

、

議

機

齢

そ

び
に
き
て
く
だ
さ
い
o

w

一円

今
年
も
作
文
と
絵

が

明

る

い

環

境
づ
く
り
を
行
っ
て

~

謡

融

機

機

燐

縫

鐘

東

大

村

小

学

校

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

お

コ

主

義

範

離

鞠

雄

一

年

川

口

か

ず

り

ぜ
ひ
さ

く
だ
さ
い
。

一
淀
川
校
…
東
大
村
小
学
校

(福

い
る
市
立
病
院
で
は
、
こ
の
よ
う

ι

ふ

鶴
議
髄
¥一
議
J

れ

二

桧

…

学

v

田
豊
校
長
)
か
ら
届

な
生
き
生
き
と
し
た
絵
と
作
文
を
J

機

麟

闘

騒

麟

際

寸

糾

お

げ

ん

き

で

す

か

を

と

て
も
が
ん
ば
っ
て
か
い
た
の

.

、
三

吋

…
小

一

き

ま

し

た

。

さ

っ
そ
く
院
内
廊
下
や
治
療
室
三

議

欝

鱗

議

縄

駐

而

わ
た
し
た
ち
が
か
い
た
ク

ロ
ッ

キ

で
す
。
み
な
さ
ん
た
ち
の
け
が
や

島

E
F
阪
U
三

一
五

一

村

…

「

早
く
よ
く
な
っ

飾
り
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
来
院

一

越

議

麟

襲

購

廊

l
の
さ
く
ひ
ん
を
み
て
早
く
げ

ん

び

ょ

う
気
が

一
日
も
早
く
よ
く
な

担

、

一

ヒ

ー

嘉

一
大

い
て
下
さ
い
」
「
ぼ
く

す
る
人
々
の
心
を
な
ご
や
か
に
し
ふ

騒

翻

闘

関

翻

輔

き
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

ら
れ
る
よ

つ
に
い
の
り
な
が
り
か

a
E
WW
A
百

一

東

一
は
元
気
で
す
よ
」
と
て
い
ま
す
。

…

鰯

麟
臨

睡

眠

醸

酪

醗
麟
繍

わ
た
し
た
ち
は
乙
の
さ
く
ひ

ん

い

た
の
で
す
。
げ
ん
気
に
な
ら
れ

j
d

、

L

M

」
け

絵

一
枚
一
枚
に
暖
か

誕
瑚
線
描

猶
哩
週
週
緬
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組
組
園
調
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滑
川
悶
悶
吋
剛
司
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園
耳
と
言
葉
の
相
談
日

四
月
十
九
日

(
土
)
午
後
一
時
1
四
時
福
祉
セ
ン
タ
ー
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固
耳
と
言
葉
の
相
談
日

遺
児
教
育
手
当

受
給
申
請

市
は
児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
昨
年
の
四
月
か
ら
遺
児
教

育
手
当
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

五
十
年
度
に
新
た
に
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
の
い
る
家
庭
で
、
次

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
四

月
中
に
福
祉
事
務
所
で
申
請
の
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
現

在
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん。

。
支
給
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

遺
児

4
月
中

て

生
計
を
維
持
す
る
父
ま
た
は

母
と
死
別
し
た
人

一
一、

父
母
の
婚
姻
解
消
に
よ
り
父

ま
た
は
母
に
養
育
さ
れ
て
い
る

人
三
、
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
人

四
、
父
ま
た
は
母
が
児
童
扶
養
手

当
法
に
定
め
る
程
度
の
廃
疾
の

状
態
に
あ
る
人

五
、
父
ま
た
は
母
に
遺
棄
さ
れ
て

い
る
人

四
月
十
九
日

(
土
)
午
後

一
時
i
四
時
福
祉
セ
ン
タ
ー

除
く
0

0
受
給
申
請
書
の
提
出
期
限

四
月
三
十
日

申
請
書
用
紙
は
福
祉
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

※
な
お
、
交
通
遺
児
教
育
手
当
受

給
資
格
者
は
社
会
課
に
申
請
し
て

下
さ
い
。

r
t
f

、，三句
、.
‘
、.f
e
一，z、Ef
-
-
，fezr
、，
1・r
t

‘.7
1

，，、
J
z
I'
eef

、，z
c

「
つ
つ
じ
」
を
贈
呈

六
、
父
ま
た
は
母
が
長
期
に
わ
た

り
拘
禁
さ
れ
て
い
る
人
。

。
支
給
要
件

一
、
市
内
に
引
き
続
き
一

年
以
上

住
所
を
有
す
る
遺
児

一
一
、
小
学
校
、
中
学
校
に
在
学
中

の
遺
児

三
、
市
交
通
遺
児
教
育
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
除
く

四
、
児
童
福
祉
施
設
の
入
所
者
は

寡

婦

医

療

費

無

料

満
州
制
歳

1
m歳

市
が
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
乳

幼
児
、
心
身
障
害
(児
)者
.
原
爆

被
爆
者
、
高
齢
者
お
よ
び
母
子
の

無
料
医
療
費
の
他
に
四
月
一

日
か

ら
新
し
く
寡
婦
が
加
わ
り
ま
し
た

一
、
支
給
範
囲

つ
つ
じ
を
受
け
と
る
松
永
君

中
学
卒
業
生
に

大
村
市
・
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

三
月
十
三
日

西

大
村
中
学
校

(江
口
善
芳
校
長
、
卒
業
生
二
百

八
十
七
人
)
で
、
助
役
、
社
会
教

育
課
長
外
担
当
者
が
出
席
し
て
卒

業
記
念
に
「
つ
つ
じ
」
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
並
び
に
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
で
は
、
縁
化
推
進
事
業
の一

環

と
し
て
今
春
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
全
員
(
千
二
人
〉
に
「
つ
つ
じ」

を
配
布
し
て
緑
化
意
識
の
向
上
を

は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
憲
章
の

推
進
の
た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。

乙
の
日
は
高
校
入
試
の
た
め
、

残
り
の
生
徒
六
十
人
が
集
り
大
石

助
役
か
ら

「大
切
に
育
て
て
ほ
し

い」

と
生
徒
代
表
松
永
君
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た。

つ
つ
じ
の
苗
木
は
、
若
者
の
卒

業
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
、

清
く、

美
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
の
配

慮
で
平
戸
つ

つ
じ
の
中
で
「
希
望
」

と
い
う
品
種
の
百
木
を
選
定
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ム
乳
幼
児

二
歳
に
満
た
な
い
乳
幼
児

ム
心
身
障
害
(児
)者

一
l
六
級

(
四
l
六
級
ま
で

は
所
得
制
限
あ
り
)
精
神
薄

弱
(児
)
者
、
重
度
、
中
度
、

軽
度

(中
度
、
軽
度
は
所
得

制
限
あ
り
)

ム
高
齢
者

国
の
老
人
医
療
の
非
該
当
者

ム
原
爆
被
爆
者

原
則
と
し
て
被
爆
者
手
帳
で

診
療

ム
母
子
二
十
歳
未
満
の
子
を
監
護
し

て
い
る
女
子

(
所
得
制
限
あ

り
)

ム
寡
婦
四
月

一
日
、
満
四
十
歳
l
七

十
歳
未
満
の
寡
婦

(所
得
制

限
あ
り
)

二
、
支
給
方
法

次
の
保
険
の
被
保
険
者
、
ま
た

は
被
扶
養
者
は
、
病
院
の
窓
口
で

医
療
費
の

一
部
負
担
金
を
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

O
国
民
健
康
保
険

O
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

O
政
府
管
掌
健
康
保
険

O
全
国
土
木
保
険

O
郵
政
省
共
済
組
合

O
国
鉄
共
済
組
合

O
長
崎
県
建
設
事
業
保
険

O
医
師
国
民
健
康
保
険

な
お
前
記
の
保
険
以
外
の
も
の

は
今
ま
で
ど
お
り
病
院
窓
口
で
医

療
費
の
一
部
負
担
金
を
支
払
い
、

そ
の
領
収
書
に
よ
っ
て
翌
月
福
祉

事
務
所
に
印
鑑
持
参
の
上
、
手
続

き
し
現
金
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い

な
お
、
右
の
医
療
の
資
格
証
を

受
け
る
場
合
に
は
健
康
保
険
証
と

印
か
ん
を
持

っ
て
、

福
祉
事
務
所

で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
へ

a
v
F

6
rミ

E
E
-
-
、2
3
ュ
ー、19
t
L
B
Fhf
f
f
z言
J
9
8
2
‘
a
ef
f
E
‘冶r
、，z。2『《
e
・e・-

巴4ヤ~u~~
市
内
行
政
相

談
委
員
会
で
は

定
例
相
談
日
を

毎
月
第
二
木
曜

日
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

園
、
公
社
、

県
、
市
の
仕
事

に
つ
い
て
納
得

で
き
な
い
、
手
続
き
な
ど
わ
か
ら

な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
役

所
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望

が
あ
る
人
は
気
軽
に
お
い
で
下
さ

、。
四
月
の
相
談
日
は

四
月
十
日

午
前
九
時
l
十
二
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室
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犬の登録と狂犬病予防注射日程表

お

し

ら

せ

募

集

圃
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集

ボ
イ
ラ
ー
技
士

ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
免
許
証

(ニ

級
以
上
)
所
有
者
で
、
大
正
九

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

小
浜
お
お
む
ら
荘
雄
投
婦

大
正
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
単
身
者
で
住
み

込
み
の
で
き
る
女
子

受

付

期

間

四
月
十
五
日

申

込

先

市

内
西
三
城
町
八

ぶ

市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
③
|
一

三
五
一

※
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
へ

。

注
射
と
検
診

圃
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対

象

生

後

九

十

一

日

以

上
の

犬登
録

手
数
料

一
頭

三

百
円

4月の日 曜 当 番 医

。
四

月

十

日

月t曜〕日 1実施場所 1実施時間

4月(月7〉日 I市役 所 10:00-15:00

今村公民館 10:30"""'11:0。
4月8日 溝陸公民 館 11:15-11:30 
(火〉 =浦出張 所 13:30-14:00 

農協西部営業所 14:30-15:00 

平小JII(倉田宅前)110:00"""'10:30
4月9日 鈴 田 出張所 11:00"""'11:30 
(水) 岩松駅前 13:00-14:00 

大多武婦人ホーム14:30-15:00 

4月(木10)日I中住地民区センタ- !110:00~15:00 

4月11日1
福重出張所 10:30-11:30 

富ノ原公民館 13:00"""'14:00 
(金)
植松公民館 14:30-15:00 

4月14日
諏訪公民館 ，10:00-11:30

池田公民 館 113:30-14:20
(月)
徴神堂前広場 114:40"""'15: 10 

野岳湖バス停 10:30"""'11:00 
4月15日 東光寺公民館 11:15"""'11:30 
(火) 松原出張所 13:00"""'14:00 

武留路公民館 14:30"""'15:00 

4月(水16)日I竹松出 張 所 110:00-15:00

黒木パス終点 10:00-10:15 

黒木小学校下 10:30"""'11:00 

4月17日 久良原営林署 11: 15"""'11: 30 

(木)
普瀬出 張所 13:00"""'14:0。一「14154
菅瀬小学校 14:SO-15: 10 

農協第一支所 15:20-16:00

4月(金18)日I大村保健所 110:00"""'15: 00 

注
射

一
頭
四
百
円
(
予
定
)

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

※
H
程
は
右
表
の
と
お
り
。

犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が
つ
き
ま
す
o

A

オ
ス

一
頭
当
り
手
術
料
三
千

円
(
飼
い
主
二
千
五
百
円
負
担
)

A

メ

ス

一

頭

当
り
手
術
料
六
千

円
(
飼
い
主
五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
、
印
鍛
持
参
の
上
予

防
接
種
会
場
で
申
込
み
下
さ
い

(
周
)
は

県

議

会場 名

市 {交 所
4月1)日

萱瀬出張所 火

諏訪公民 館

三 浦診療所
4月16日

水
鈴田出張所

竹松本町公民館
4月17日

福 重出 張所 木

中地区公 民館
4月18日

松原出 張所 金

園
小
児
マ

ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与
を

該
当
者
生
後
三
カ
月
以
上
経
過

し
た
人
で
初
回
投
与
を
う
け
て

い
な
い
人
及
び
二
回
目
の
投
与

が
す
ん
で
い
な
い
人
。

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
田
十

九
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
来
て
下
さ
い。

禁
忌
者

ω発
熱
や
下
痢
を
伴
う

急
性
疾
患
者

凶
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管
系

日程表生ワク投与

会

議

員

の

投

票

疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄
養

障
害
者

間
種
痘
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
後

一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
人
。

な
お
当
日
は
、
母
子
手
帳
を
も

っ
て
来
て
下
さ
い
。

盟
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
グ

皆
さ
ん
が
、

気
軽
に
健
康
に
関

す
る
相
談
を
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、

健
康
相
談
室

(旧
開
発
公
社
跡
)時

nベ
U時。γω後午もれず

斗
品
田
村
F
r
l
 

時

日

で

す

。

を
同
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
と
金
曜

日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

な
お
今
ま
で
大
村
保
健
所
で
開

設
し
て
い
ま
し
た
妊
婦
教
室
は
従

来
通
り
毎
月
第
二

・

三
火
曜
日

午
後
一
時
か
ら
行
い
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ιl:(谷妊婦教室
12時から18時まで休けいします。※ 

一陣健康相談

乳幼児相談
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。

四

月

園
妊
婦
と
現
幼
児
の

健

康

相

談

こ
の
相
談
は
二
か
月
に

一
回
各

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出lt j場空|; 象

山|;日告書lE4

国
三
歳
児
健
康
診
杏
一

三
歳
児
は
、一

日
じ
ゅ
う
夢
中

に
な
っ
て
元
気
い

っ
ぱ
い
飛
び
ま

わ
り、

遊
び
の
中
か
ら
生
活
の
事

や
こ
と
ば
な
ど
を
学
び
と
っ
て
い

き
ま
す
。

市
は
、
三
歳
六
カ
月
児
を
対
象

に
、
心
身
の
発
達
を
正
し
く
知
る

た
め
に
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま

す。対

象

昭

和
四
十
六
年
十
月
生
ま

れ
の
人
及
び
同
年
四
月
か
ら

十
七
日

九
月
生
ま
れ
の
人
で
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
人

目
時

四
月
二
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十

一
時

午
後

一
時

l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

川

U

聞
き
も
の
着
付
教
室

和
服
着
付
の
基
礎
か
ら
帯
の
作

り
方
、
結
び
方
、
訪
問
着

・
式
服

の
美
し
い
着
付
を
学
習
す
る
き
も

の
着
付
教
室
を
聞
き
ま
す
。

日
時

四
月
二
十
五
日

1
六
月
二

十
七
日
。
毎
週
金
曜
日
、
午
後

一
時
三
十
分

l
三
時
三
十
分

定対場
員象所

中
央
公
民
館

婦
人
二
十
人

受
講

料

無

料

(
但
し
教
材
費
は

実
費
)

講
師

京
都
き
も
の
学
院

松
永
ま
さ
枝
先
生

申

込

四

月
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

日

は

市

議

会

議

員

の

投

票

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定
し
ま
す

昨
年
受
講
さ
れ
た
人
は
ど
遠

慮
ね
が
い
ま
す
。

申
込
先
一
T
8
5
6

久
原
郷
一

の

一

中
央
公
民
館

「
き
も
の

着
付
教
室
」
係
あ
て

電
話
②

|
四
三
二一

園
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

教

室

好
き
な
色
の
リ
ボ
ン
や
紙
で
花

な
ど
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
楽
し
み
と

室
内
装
飾
の
仕
方
を
学
習
し
、
ま
す

目
時

四

月

二
十
一

日
J
六
月
三

十
日

毎
週
片
曜
日
、
午
前
十

時
1
十
二
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象

成

人

一
般

定
員

三
十
人

受
講
料

無
料
(
但
し
教
材
費
は

実
費
)

講

師

小

川

義
和
先
生

申
込

四
月
十
五
日

(当
日
消
印

有
効
)
ま
で
に
、
告
復
は
が
き

に
住
所
.
氏
名
、
生
年
月
日
、

臓
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
で
決
定
し
ま
す

昨
年
受
講
さ
れ
た
人
は
ど
遠

慮
ね
が
い
ま
す
。

申
込
先

中
央
公
民
館
「
フ
ラ
ウ

ー
デ
ザ
イ

ン
教
室
」
係
あ
て

酷
転
居
さ
れ
る
人
へ

転
勤
、
就
職
な
ど
で
転
居
の
多

い
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

郵
便
局
で
は
転
出
、
転
入
さ
れ

る
人
の
異
動
に

つ
い
て
は
、
転
居

同
け
に
よ
り
処
理
し
て
い
ま
す
。

転
居
届
け
が
出
て
い
な
い
場
合

は
郵
便
物
の
転
送
が
で
き
ず
、
差

出
人
に
返
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

F，一，‘、-
f
h
r
，F-
‘-、
J
一三一-t，
-e
p--
Z九
f''
，f
，-f
、J
1
‘、13-4'Fi
ミ--一
43
，E
，一‘‘一、
，de
，戸、t
B--
'z
f
、-f
，J
2
4-4

(

四
月
か
ら
「
市

各
市
の
情
報
(
お
知
ら
せ
)
話
題
な

~

ん
又

民
ダ
イ
ヤ
ル
」

が
ど
放
送
し
ま
す
。

川

へ

調
剤!

司
設
さ
れ
ま
し
た

土
曜
日
の
午
後
二
時
ζ

は
、
ぜ
J

V
C
を

!

F

し

毎
週
土
曜
日
三

ひ

ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
」

ゾ

B
刺

十
分
番
組

(午
後

下
さ
い
。

F

A

・

ィ

二
時

l
二
時
三
十

な

お

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
珍
し

~

M
N
ダ

川

一

民

分
)
の

N
B
C
希

い
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た

V

V

市

望
音
楽
会
コ
l
ナ

ら

市
総
務
課
広
報
係
ま
で
お
知
ら
F

ι

ー
に
組
み
込
ん
で
せ
下
さ
い
。

川

‘一‘---J
'e--
』〉
-e:
t

fe-
J
E
z--
〉
〉
、，ご
ez
t

f

r

--f
〉
---J、司
、-'e一〈
J
t
J

E
--〉
一'-J
L 日

で

す

。

ま
す
の
で
、
転
居
届
け
は
必
ず
郵

便
局
に
も
お
出
し
市
さ
い。

転
居
届
け
用
紙
は
郵
便
局
の
ほ

か
、
市
役
所
、
出
張
所
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
。

@
各
戸
に
郵
便
受
箱
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う

(受
箱
は
郵
便
局
で

も
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
)

⑨
郵
便
の
あ
て
名
(
番
地

O
O方

団
地
の
室
番
号
ま
で
)
は
正
確

に

大

村

郵

便

局

圏
新
空
港
の
日
付
印
を

こ
利
用
下
さ
い

大
村
郵
便
局
で
は
新
空
港
完
成

を
記
念
し
て
絵
風
景
入
り
日
付
印

を
四
月

一
日
か
ら
使
用
し
ま
す
。

乙
の
日
付
印
は
禾
消
印
の
切
手

ま
た
は
郵
便
は
が
き
の
消
印
に
使

用
す
る
も
の
で
す。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
消
印
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人

は
窓
口
係
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
大
村
局
郵
便
課

(電

話
②
|
二

O
O六
)
へ

お

わ

び

三
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
の

お
知
ら
せ
の
中
で、

社
会
福
祉
事

業
へ
寄
付
を
さ
れ
た
大

村

中

学

校
第
四
回
卒
業
同
窓
生
は
第
五
回

卒
業
同
窓
生
の
誤
り
で
し
た
の
で

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

~
転
宅
先
で
、
す
ぐ
電
H

山
気
が
使
え
ま
す

春
と
も
な
れ
ば
進
学
や
転

川

勤
な
ど
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
J

く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
転
宅
山

先
で
、
す
ぐ
に
電
気
が
使
え
h

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

凶
の
よ
う
に
リ
ミ
ッ
タ

l

h

の
つ
ま
み
を
あ
げ
る
と
電
気
〆

が
つ
き
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
ρ

「
電
気
使
用
申
込
書
」
に
必
ん

要
事
項
を
記
入
の
う
え
九
州

ん

電
力
へ
送

っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
さ
れ
る
時
は
日

電
気
料
金
の
精
算
を
し
ま
す
一
叩

の
で、

転
宅
日
の
四

l
五
白

川

前
ま
で
に
最
寄
り
の
九
州
電
へ

力
営
業
所
へ
お
知
ら
せ
下
さ
山

i

-

c
J
員

(

-』
「
莞
/

/

/

/

2

u.

白

E

J
S
/
/
/
/シ
ク
・

川
μam
-
ama
/℃

ーご
1
1
ム
プ
亀
〈
¥

園
四
月
の
射
撃
予
定

。
一
二
日
l
四
日

O

十
四
日
l
十
九
日

O

二
十

一
日

t
二
十
六
日

O

二
十
八
日
。
三
十
日
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市政だより おお むら (8) 

市民文化教養教室

受講者を募集します

~ 中地区公民館教室へどうぞ.ク

教 室 名 内 容 象 |定員l実施日 |E毒 師

1 I妊婦のための I 育児乙 理医学 I初庫の主婦 I25 I 軍 1 と 悶 ~ I大学教授
教主 JL' :8o tz;: '=.F- I VJävJi~ffl I 6;) 110:00----12:00 医 師 l

2 三歳児を育てる しつ けと環境づくり 三歳児島 30 第1と3(火〉心理学教授他
教室 両tJu 110:00----12:00 

幼稚園児の両親 生活力 をのばす 幼児の両親 H 第2と4(刀)|||大幼 学稚 教園主授長任 I
教室 1 " 1 10:00~12:00 

テレピを利用して 会川学生の I 第1と3(木)ま草書室諭
4 おかあさんの教室 家庭教育のあり 方をさぐる 親 ゾ 刊:0川 01 N 教

5 蹴生白両親教主 進 路 指 導自吋 M l抑止4c金〕南す学校謹
19:30----21:30 

第1と3(金〉大学教授
6 青年のための教室 l青年期の生き方 青年男女 20 i'g :-'30~u2ì~ô I専門指導員

両齢者のための 充実 した老 後を高齢者 40 第2と4c金〉専 門指 導 I 
教室 13:30----15:30 

| 第1と3(水〉
8 家庭医学教室 病気 予 防 と 健康づくり 一 般 50I i3 :~30----v1 5':.3Ô 市 立病 院医師

第2と4(木)大学教授

第2と4(水) 深潟久 先生
10 文化歴史教室 |情操豊か な生活を求め て が 30 10:00~12:00 田 中肇先生

第2と4(土)東光会会員

12 I // 1/ // 小 ・中学生 20 I // 

墨画の心を求めて 第1と3(土〉日本南画委員会員
13 南画教室 潤 いのある人生の 創造 一 般 30 I i4 :~OO----v16~Ó 一 瀬春郷先生

第1と3(土) 大学教授
14 陶芸教室 創造の よろ乙 びを 求 めて // I 50 I í4:~OO----v16~Ô 喜多正雄 先 生

| || 15 児童閤芸教室 " 小学生 3014:00~16101 H 

16 児童工芸教室
創作の心を育て

// 20 
第1と3(土〉

工芸技術指 導員
生活力 を の ばす 14:00，.....，16:00 

17 
趣味の庭園園芸

豊かな家庭の創造 一 般 40 
第2と4(土〕 園芸高校教諭

教 室 14004「 岸利紀先生

18 菊作り教室
菊作りの技術在学び | 

// 30 
全日本菊花連盟審査員

生活を 潤 いのあるものに 福島角治 先 生

19 第171<曜料理教室 楽しい家庭づく り I奇 人 30 
第水〉
9: 30，.....， 12: 00柳原淳イ 先生

20 第3 /ノ ノノ
豊かな食生活と

教49年室度受講料理者 // I第3 (水) 料理専門家
家庭管理の合理化 9:30"""'12:00 

21 I着 付 教 室 生活文化の向上を求めて 婦 人 // 
第1と3(月)

苑田綾子先生
10:00，.....，12:00 

申込方法 受付期間 4月15日----4月25日

受付場所 中地区公民館(乾馬場郷 246の5) TEL③-1376 

申 込 電話かはがきでお願い します。

定 員 それぞれ教室には定員がありますので、定員になりしだい締め切ります。
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